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講
演
は
、
①
皮
膚
と
は
②

皮
膚
科
学
と
は
③
皮
膚
科
診

断
学
④
皮
膚
科
の
治
療
法
⑤

皮
膚
科
の
新
し
い
治
療
法
～

生
物
学
的
製
剤
―
の
５
部
構

成
で
行
わ
れ
、
皮
膚
科
の
治

療
が
生
物
的
製
剤
の
登
場
に

よ
り
大
き
く
転
換
し
た
こ
と

に
つ
い
て
、
具
体
事
例
を
通

し
て
紹
介
さ
れ
た
。

　
皮
膚
科
学
で
は
視
診
や
組

織
診
を
中
心
と
す
る
診
断
学

が
早
く
か
ら
発
展
し
、
多
く

の
疾
患
が
定
義
さ
れ
て
き
た

一
方
、
治
療
は
外
用
ス
テ
ロ

イ
ド
剤
を
主
体
と
す
る
対
症

療
法
が
中
心
で
、
根
本
治
療

が
乏
し
い
分
野
と
さ
れ
て
き

た
。
し
か
し
、
21
世
紀
に
入

り
、
生
物
学
的
製
剤
の
登
場

に
よ
り
、
皮
膚
科
治
療
は
大

き
な
転
換
点
を
迎
え
た
。

　
生
物
学
的
製
剤
は
、
免
疫

反
応
に
関
与
す
る
特
定
の
タ

ン
パ
ク
質
や
サ
イ
ト
カ
イ
ン

を
標
的
と
し
、
免
疫
の
異
常

部
分
の
み
を
選
択
的
に
抑
制

す
る
薬
剤
で
あ
り
、
講
演
で

は
、
治
療
が
大
き
く
変
化
し

た
疾
患
と
し
て
、
乾
癬
、
ア

ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
、
天
疱
瘡

の
３
疾
患
が
紹
介
さ
れ
た
。

　
乾
癬
は
最
初
に
生
物
学
的

製
剤
が
承
認
さ
れ
た
疾
患

で
、
病
態
と
し
て
は
、
免
疫

細
胞
由
来
の
サ
イ
ト
カ
イ
ン

が
炎
症
を
増
幅
さ
せ
、
表
皮

細
胞
の
タ
ー

ン
オ
ー
バ
ー

が
著
し
く
短

縮
す
る
。
現

在
は
８
種
類

の
生
物
学
的

製
剤
が
使
用

可
能
で
、
Ｔ

Ｎ
Ｆ
―
α
阻

害
薬
に
始
ま
り
、
よ
り
下
流

で
限
定
的
な
分
子
を
標
的
と

す
る
こ
と
で
、
有
効
性
の
向

上
と
副
作
用
低
減
が
図
ら
れ

て
い
る
。

　
続
い
て
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚

炎
で
は
、
Ｉ
Ｌ
―
４
や
Ｉ
Ｌ

―
13
な
ど
が
皮
膚
バ
リ
ア
障

害
や
掻
痒
に
関
与
す
る
。
従

来
は
全
身
性
ス
テ
ロ
イ
ド
や

免
疫
抑
制
剤
が
用
い
ら
れ
て

き
た
が
、
副
作
用
の
問
題
が

大
き
か
っ
た
と
い
う
。
現
在

は
、
こ
れ
ら
の
サ
イ
ト
カ
イ

ン
を
選
択
的
に
阻
害
す
る
生

物
学
的
製
剤
が
承
認
さ
れ
、

治
療
の
選
択
肢
が
広
が
っ
て

い
る
。

　
直
近
で
生
物
学
的
製
剤
が

承
認
さ
れ
た
天
疱
瘡
で
は
、

自
己
抗
体
を
産
生
す
る
Ｂ
リ

ン
パ
球
が
病
態
の
中
心
で
あ

り
、
従
来
治
療
は
大
量
ス
テ

ロ
イ
ド
療
法
や
血
漿
交
換
療

法
が
主
流
だ
っ
た
が
、
生
物

学
的
製
剤
リ
ツ
キ
シ
マ
ブ
に

よ
り
、
疾
患
の
根
本
原
因
に

直
接
作
用
す
る
治
療
が
可
能

と
な
り
、
長
期
寛
解
や
治
癒

も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
生
物
学
的
製
剤
は
、
外
用

負
担
や
入
院
・
通
院
回
数
の

減
少
、
副
作
用
低
減
を
通
じ

て
患
者
の
生
活
の
質
を
大
き

く
改
善
す
る
。
皮
膚
科
は
免

疫
機
構
そ
の
も
の
を
調
節
で

き
る
治
療
領
域
へ
と
進
化

し
、
「
治
ら
な
い
慢
性
疾

患
」
か
ら
「
社
会
生
活
と
両

立
で
き
る
疾
患
」
へ
と
位
置

付
け
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。

　
藤
澤
氏
は
最
後
に
、
「
本

講
演
を
通
し
て
、
多
く
の
皮

膚
科
患
者
を
救
っ
た
こ
の
パ

ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
に
お
け
る

感
動
を
、
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
タ

ー
の
皆
さ
ま
に
も
感
じ
て
い

た
だ
け
た
ら
こ
ん
な
幸
せ
な

こ
と
は
な
い
」
と
述
べ
、
教

育
講
習
会
を
締
め
く
く
っ

た
。

　（
文
責
：
日
本
生
命
契
約

部
　
林
藤
友
紀
）

　
日
本
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
協
会
は
昨
年
12
月
17
日
、
第
86
回
教
育
講
習
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
た
。
講

師
に
第
一
生
命
契
約
医
務
部
医
事
統
計
課
主
任
医
長
の
藤
澤
裕
子
氏
を
迎
え
、
「
生
物
学
的
製
剤
～
皮
膚
科
治
療
の

パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
が
行
わ
れ
た
。
講
習
会
は
ラ
イ
ブ
配
信
お
よ
び
ア
ー
カ
イ
ブ
配
信
で
実
施

さ
れ
た
。

日
本
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
協
会
　

第
86
回
教
育
講
習
会

生
物
学
的
製
剤
に
よ
る
皮
膚
科
の
進
化
紹
介

慢
性
疾
患
も
社
会
生
活
と
両
立
で
き
る
疾
患
に

本記事を執筆した林藤氏


